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　　　　　今月の主な内容
59年度施政方針と財政…………一…・陰…・甲・P2～P5

住居表示、防犯、トピックス…………一…P6～P7

交通安全、味自慢一一……・………………P8～P9

畜犬届と予防接種、婦人の家、

勤労青少年ホーム募集…一一・……一・……・P10～Pll

地名アレコレ、市民文芸…一…………・…・…P12～P13

おしらせ…一……一…一・…………………P14～P17

休日急患当番医、定例相談、カメラの目…・　　・P18

仲良くプレゼント交換

　3月22日南保育園1園児数109名）で、「お別れ会」
を行いました。卒園式13月27日）に先がけての催
しで、卒園する園児たち（ぶどう組33名）は、2歳
児から4歳児までの園児から励ましの歌やゆうぎが
披露されると・さかんに拍手を送っていました。また
園児33名には、チビッコたちが作…った手づくりの首
かざりやペン立てがブレゼントされ、お返しにお兄
さんお姉さんたちからは、らいおん（ガオー君）う
さぎ（ピョンコちゃん）ペンギン（ペン太君）を描
いたへき画を送り、最後は卒園児をかこみ、なかよ
く昼食会が行われました。
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藁』

こ
と
し
の
施
政
方
針

伊
　
「L

地方の時代にふさわしい

－、

調
盛

り個性豊かで住みよいまちづく

　
第
二
百
四
回
白
石
市
定
例
市
議
会

．
が
、
三
月
六
日
か
ら
三
月
十
九
日
ま

『
で
の
十
四
日
間
の
日
程
で
開
会
さ
れ

一
ま
し
た
。

　
市
議
会
開
会
日
の
冒
頭
、
関
谷
市

皿
長
よ
り
、
昭
和
五
十
九
年
度
を
迎
え

る
に
あ
た
っ
て
の
、
市
政
全
般
に
わ

■
は
じ
め
に

　
昭
和
五
十
九
年
度
の
市
政
全
般
に

わ
た
り
、
わ
た
く
し
の
所
信
を
申
し

述
べ
ま
す
。
．

　
ご
承
知
の
と
お
り
、
わ
が
国
は
こ

こ
数
年
、
未
曽
有
の
不
況
に
兄
舞
わ

れ
、
国
家
財
政
は
危
機
を
迎
え
、
今

日
、
国
を
あ
げ
て
行
財
政
の
改
革
に

取
り
く
ん
で
お
り
ま
す
．
．

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
づ
、
の
地

方
財
政
計
画
は
ま
こ
と
に
厳
し
・
・
、

国
の
歳
出
抑
制
策
の
強
化
に
よ
る

地
方
交
付
税
の
計
上
額
は
、
昨
年
よ

り
更
に
下
回
り
、
地
方
自
治
体
は
こ

れ
ら
を
も
ろ
に
う
け
る
こ
と
は
必
至

で
、
地
方
財
政
に
あ
た
え
る
影
響
は
、

甚
大
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
ご
承
知
の

ご
と
く
、
こ
こ
数
年
来
景
気
は
低
迷

し
、
消
費
力
の
減
退
、
加
丸
て
四
年

た
る
施
政
方
針
の
所
信
表
明
が
お
こ

な
わ
れ
、
行
政
ザ
ー
ビ
ス
の
向
上
、

義
務
教
育
施
設
の
整
備
、
生
活
環
境
’

及
び
道
路
交
通
体
系
の
整
備
、
社
会

資
本
の
充
実
、
産
業
の
振
興
な
ど
の
㎝

主
な
る
施
策
の
概
要
が
発
表
き
れ
ま
一

し
た
∩
．

連
続
の
異
常
気
象
に
よ
る
、
農
作
物

の
不
作
な
ど
に
よ
り
、
市
税
収
入
の

伸
び
を
期
侍
す
る
こ
と
は
容
易
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
本
市
は
、
と
く
に
財
政
力
指
数
が

低
く
、
国
・
県
等
に
依
存
す
る
財
源

の
度
台
が
高
い
た
め
、
交
付
税
、
？
て

の
他
国
・
県
の
支
出
金
の
滅
額
は
予

算
編
成
上
、
多
く
の
困
難
を
も
た
ら
、

し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
現
状
認
識
の
下
に
、
財

政
運
営
は
「
限
ら
れ
た
財
源
で
予
算

編
成
を
行
う
こ
と
か
ら
、
予
算
見
積

に
あ
た
っ
て
は
、
必
要
最
小
限
に
と

ど
め
景
大
の
効
果
を
あ
げ
る
」
こ
と
、

コ
般
行
政
経
費
の
節
滅
に
つ
い
て

は
、
積
極
的
に
対
応
し
、
減
量
化
、

効
率
化
を
推
進
す
る
」
こ
と
と
し
、

補
助
、
単
独
を
問
わ
ず
、
事
務
事
業

を
漫
然
と
踏
襲
す
る
こ
と
な
！
、
必
要

性
、
優
先
度
台
事
業
効
果
な
ど
に
つ

　
い
て
新
た
な
見
地
か
ら
十
分
検
討
を

加
え
、
最
少
経
費
で
目
的
達
成
に
努

め
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
　
本
年
度
の
予
算
規
模
は
、
一
般
会

…
計
で
七
十
七
億
四
干
六
十
六
万
円
、

』
特
別
会
計
は
水
道
事
業
を
除
き
三
十

｝
五
億
ぺ
百
四
十
二
万
三
干
円
で
、
総

…
計
百
十
二
億
四
千
九
百
ぺ
万
三
千
円

。
で
前
年
比
、
六
・
七
％
増
と
な
り
ま

し
た
。
歳
出
面
に
お
い
て
は
、
年
次

・
ご
と
に
義
務
的
経
費
、
ま
た
継
続
事

．
業
費
が
増
加
い
た
し
ま
す
の
で
や
む

を
得
ず
、
新
規
事
業
費
を
計
上
す
る

　
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
誠
に
遺
憾

　
と
い
た
す
次
第
で
す
、
、

　
　
し
か
し
、
い
か
に
財
政
事
情
が
厳

し
い
と
は
い
え
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
、
義
務
教
育
施
設
の
整
備
、
生

活
環
境
及
び
道
路
交
通
体
系
の
整
備
、

社
会
資
本
の
充
実
、
産
業
の
振
興
な

ど
に
配
慮
し
、
対
応
す
る
所
存
で
あ

　
り
ま
す
。

　
　
　
住
み
よ
い

　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り

　
　
わ
た
く
し
は
、
市
長
就
任
以
来
、

常
に
「
地
方
の
時
代
に
相
応
し
た
、

個
性
豊
か
で
安
定
し
た
職
住
近
接
の

　定住社ム耳

」
を
考
え
、
こ
こ
に
若
い

八
々
が
好
ん
で
い
つ
ま
で
も
白
石
市

　
に
定
庄
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
一
日
も

　
早
く
実
現
い
た
し
た
い
と
念
願
し
で
、

　
ま
い
り
ま
し
た
。

　
　
　
産
業
の
振
興

　
自
石
市
に
定
住
す
る
ま
ち
づ
く
り

を
実
現
す
る
に
は
、
地
場
産
業
を
振

興
し
、
先
端
技
術
企
業
を
積
極
的
に

誘
致
す
る
こ
と
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
け
し
、
う
ー
め
ん
は
、
と
も
に

地
場
産
業
と
し
て
生
成
発
展
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
伝

統
産
業
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
た
だ
単

に
歴
史
の
上
に
胡
坐
し
、
懐
古
趣
味

的
感
覚
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
今
後
積
極
的
に
企
業

の
近
代
化
を
ぱ
か
り
、
市
場
を
海
外

に
求
め
、
国
際
的
商
品
た
ら
し
め
る

べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

　
行
政
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
業
界

の
自
主
性
を
・
て
こ
な
う
こ
と
な
・
、
、

積
極
的
に
助
成
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
⊃

心
．
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農
林
　
業

　
本
市
の
農
業
に
つ
い
て
は
、
四
年

連
続
の
異
常
気
象
に
よ
る
不
作
で
、

農
家
の
被
害
は
甚
大
で
ま
こ
と
に
遺

憾
で
あ
り
ま
す
．
、
農
家
の
み
な
さ
ま

に
対
し
、
心
か
ら
御
見
舞
申
し
添
け

る
と
同
時
に
『
日
も
早
く
立
ち
直
り

を
希
望
い
た
し
ま
す
。

　
本
年
は
、
農
業
の
生
産
構
造
改
善

の
た
め
複
合
経
営
を
営
農
の
基
本
と

し
て
、
水
田
利
用
再
編
第
三
期
対
策

の
推
進
を
は
か
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
越
河
、
斎
川
両
地
区
の
渇
水
対
策

費
と
し
て
、
十
三
億
四
千
五
百
万
円

を
計
上
し
、
早
期
に
水
枯
れ
問
題
を

解
決
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
　
　
商
業
・
観
光

　
商
工
・
観
光
事
業
に
つ
い
て
は
、

．

て
れ
ぞ
、
れ
の
関
係
機
閏
と
協
力
し
、

商
店
街
の
活
性
化
、
広
域
観
光
の
設

定
、
ス
キ
ー
場
の
充
実
を
図
り
、
自

主
、
連
帯
の
施
策
を
推
進
し
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　
　
　
福
　
　
　
祉

　
福
祉
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
み
な

さ
ま
の
社
会
福
祉
に
対
す
る
理
解
を

津
め
、
望
ま
し
い
地
域
社
会
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。
、
ま
た
、
国
民
健
康

保
険
に
あ
っ
て
は
、
市
民
の
み
な
さ

ま
の
健
康
増
進
を
は
か
り
、
国
や
県

の
施
策
に
呼
応
し
、
国
保
事
業
の
健

金
化
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
存
じ
ま
す
。

　
　
社
会
資
本
の
充
実

　
社
会
資
本
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

下
水
道
事
業
を
継
続
的
に
推
進
い
た

し
ま
す
。
上
水
道
事
業
に
つ
い
て
は

当
市
の
現
行
水
道
料
金
は
昭
和
五
十

五
年
一
月
に
改
定
し
、
今
日
に
い
た

っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
の
水
道
事
業
の
整
備
、
ま
た

は
経
営
の
健
全
化
を
は
か
る
必
要
に

せ
ま
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
本
年
一
月

二
十
五
日
水
道
事
業
運
営
審
議
会
に

諮
り
、
そ
の
答
申
を
う
け
て
、
本
年

五
月
よ
り
水
道
料
金
を
改
定
す
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。

　
遁
路
事
業
に
つ
い
て
は
、
道
路
新

設
改
良
費
七
千
九
百
二
十
六
万
円
、

川
原
子
線
四
千
五
百
五
万
円
、
菊
面

石
線
六
千
四
百
三
十
五
万
八
千
円
を

計
上
し
ま
し
た
．
、

　
都
市
計
画
関
係
に
お
い
て
は
、
公

有
財
産
購
入
費
と
し
て
九
千
六
プ
旦
二

万
四
千
円
、
西
地
区
土
地
区
画
整
理

事
業
費
］
億
九
干
百
四
十
一
万
九
千

円
、
白
石
川
緑
地
事
業
四
千
六
百
五

十
六
万
四
干
円
を
計
上
し
、
早
期
完

成
を
推
進
し
た
い
と
存
じ
ま
す
．
．

　
住
宅
建
設
事
業
と
し
て
は
、
二
億

二
干
ぺ
百
九
十
三
万
一
干
円
で
、
郡

山
及
び
城
南
地
域
に
住
宅
を
建
設
し

市
民
の
二
ー
ズ
に
応
じ
た
い
と
存
じ

ま
す
．
p
．

描柵

　
　
　
文
教
施
設

　
文
教
施
設
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五

十
八
年
度
の
施
政
方
針
で
も
、
定
例

市
議
会
の
ご
質
間
に
も
お
答
え
し
て

お
り
ま
す
が
、
老
朽
化
の
進
む
白
石

中
学
校
の
改
築
、
統
含
中
学
校
の
建

設
は
、
市
の
財
政
事
情
ま
こ
と
に
不

如
意
に
し
て
厳
し
い
時
期
で
あ
り
ま

す
．
、
．
し
か
し
早
期
実
現
に
向
っ
て
努

力
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
．
政
府

は
、
最
近
教
育
制
度
の
抜
本
的
見
直

に
取
り
！
・
む
姿
勢
を
示
し
て
い
る
こ

と
は
、
誠
に
よ
ろ
こ
ば
⊥
い
こ
と
で

あ
り
ま
す
一
．

　
わ
た
，
・
し
は
、
教
育
こ
そ
人
間
．
形

成
、
豊
か
な
ま
ち
づ
ー
り
の
基
本
と

考
え
、
「
一
年
の
計
は
、
殻
を
樹
う
る

に
如
く
は
莫
し
、
十
年
の
計
は
、
木

を
樹
う
る
に
如
，
－
は
莫
し
。
終
身
の

計
は
、
人
を
樹
う
る
に
如
．
・
は
莫
し
巳

の
三
樹
の
訓
を
実
践
す
る
こ
と
が
今

日
的
課
題
と
考
え
ま
す
。

　
二
十
一
世
紀
を
担
う
青
少
年
の
健

全
育
成
に
は
、
学
校
教
育
の
み
な
ら

ず
、
家
庭
教
育
、
社
会
教
育
全
体
の

問
題
と
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
．
．
．

　
二
の
た
め
に
学
校
教
育
に
む
い
て

は
、
へ
間
の
尊
厳
を
教
え
青
少
年
健

全
育
成
に
努
め
る
べ
き
と
考
え
ま
す
．
一

　
幸
い
に
咋
年
十
二
月
、
国
立
青
少

年
野
外
活
動
施
設
が
、
南
蔵
王
山
麓

に
青
少
年
健
全
育
成
の
メ
ッ
カ
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
白
石

市
が
た
ど
る
べ
き
、
二
十
㎝
世
紀
の
道

筋
を
確
か
な
も
の
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
昨
秋
結
成
さ
れ
た
、
新
し
い
白
石

の
顔
を
つ
く
る
市
民
の
会
は
、
や
が

て
白
石
蔵
王
駅
前
に
、
二
卜
一
世
紀

に
は
ば
た
ー
世
界
青
少
年
群
像
が
建

立
さ
れ
る
こ
と
、
誠
に
青
少
年
の
健

へ
至
百
成
に
資
す
る
こ
と
が
多
か
ろ
う

と
存
じ
ま
す
。
．

　
こ
う
し
た
時
代
の
流
れ
を
踏
ま
え
、

わ
た
く
し
は
、
積
極
的
に
教
育
施
設

設
備
を
整
備
し
、
市
民
の
要
請
に
応

え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
．
．
．

圃
し
さ
い
ご
に

　
わ
た
、
・
し
ご
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、

わ
た
、
、
し
の
、
市
長
と
し
て
の
任
期

は
、
本
年
十
一
目
十
三
口
で
、
余
す

と
二
ろ
、
七
ヶ
月
育
余
に
な
り
ま
し
た
．
．

　
こ
の
間
、
わ
た
，
・
し
は
、
自
石
市

の
今
日
的
課
題
で
あ
る
、
統
台
中
学

校
、
白
石
中
学
校
建
設
、
県
営
森
含

雁
狩
橋
線
街
路
事
業
、
国
道
百
十
三

号
線
整
備
事
業
、
自
石
川
緑
地
事
業
、

国
立
野
外
活
動
施
設
事
業
、
青
年
海

外
協
力
隊
訓
練
所
誘
致
、
第
一
図
・
ン

ニ
ァ
ー
ス
カ
ウ
ト
た
、
会
、
国
鉄
駅
無

人
化
問
題
、
先
端
技
術
企
業
の
誘
致
、

水
枯
れ
問
題
な
ど
の
解
決
推
進
に
全

力
を
傾
注
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
．
．

　
以
上
、
昭
和
五
十
九
年
度
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
私
の
施
政
方
針
を
申

し
述
べ
ま
し
た
が
、
私
の
限
り
あ
る

カ
で
は
と
う
て
い
全
て
を
完
遂
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
ー
．
議
員
諸
賢
並

び
に
、
こ
こ
に
市
民
の
み
な
さ
ま
の

ご
協
力
と
ご
理
解
と
を
切
に
墾
望
巾

し
あ
け
ま
す
．
口
．

　
　
　
　
　
　
、
噸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
葛　　筋賎篭馳h
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①市　　税
　　　玉，978．540

643，131（8．4％）

⑥246，674（3．2％

他　
　
　
金

そ
　
出
　
責

の

簿
⑤255，000（3，3％）

④国庫拙金貝歳入　（25燗
　　969，196
　　　　　　　　7，740，660
　（12．5％）

　　　　　　　　　単位千円

噌、1翻・灘

総
　
務
　
費

○
仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
及

び
公
立
刈
田
総
合
病
院
に
対
す
る
負

担
金
・
補
助
金
・
出
資
金
合
わ
せ
て

一
億
一
千
五
百
七
十
五
万
円
。

○
知
事
・
市
長
な
ど
の
選
挙
執
行
経

費
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
・
防
護
柵
な
ど

交
通
安
全
対
策
経
費
と
し
て
四
千
百

十
五
万
一
千
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま

す
。

○
児
童
福
祉
対
策
で
は
、
児
童
手
当

給
付
費
、
乳
幼
児
・
重
度
心
身
障
害

者
医
療
費
な
ど
に
一
億
二
千
二
十
九

万
六
千
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

衛

生
　
費

民
　
生
　
費

○
老
人
医
療
に
係
る
老
人
保
健
特
別

会
計
へ
の
繰
出
金
六
千
百
十
一
万
九

千
円
、
予
防
医
療
充
実
の
た
め
六
千

百
九
万
六
千
円
の
ほ
か
、
仙
南
地
域

広
域
行
政
事
務
組
合
負
担
金
二
億
一

千
二
百
一
万
九
千
円
が
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
国
に
お
い
て
は
、
巨
額
の
国
債
累

積
と
大
幅
な
財
政
赤
字
に
よ
り
、
来

た
る
べ
き
経
済
社
会
情
勢
の
変
化
に

対
応
す
る
こ
と
が
困
難
な
た
め
、
歳

出
の
徹
底
し
た
節
減
合
理
化
を
中
心

に
財
政
改
革
の
推
進
を
図
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
依
然
と
し
て
厳
し

い
財
政
事
情
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
市
税
の
伸
び

の
鈍
化
や
二
年
連
続
の
地
方
交
付
税

減
額
に
加
え
、
国
・
県
支
出
金
に
つ

い
て
も
前
年
度
を
下
回
る
こ
と
が
予

○
福
岡
滝
上
地
区
の
林
道
愛
宕
山
線

及
び
小
原
地
区
の
新
町
線
の
開
設
事

業
、
市
行
造
林
、
林
業
構
造
改
善
事
業

な
ど
林
業
経
営
近
代
化
施
設
整
備
の

た
め
一
億
二
千
五
十
五
万
六
千
円
。

○
畜
産
業
の
振
興
の
た
め
、
不
忘
、

川
原
子
地
区
草
地
開
発
整
備
事
業
に

一
千
五
百
，
・
．
十
五
万
円
の
ほ
か
、
圃

場
整
備
、
土
地
改
良
事
業
に
対
す
る

利
子
補
給
、
地
籍
調
査
、
水
田
利
用

再
編
対
策
事
業
な
ど
に
合
わ
せ
て
九

千
百
九
十
三
万
六
千
円
。

o
斎
川
地
区
の
東
北
新
幹
線
蔵
王
ト

ン
ネ
ル
渇
水
対
策
事
業
費
に
は
十
三

億
四
千
五
百
万
円
を
計
上
し
て
事
業

の
完
成
を
急
ぐ
こ
と
に
し
て
お
り
ま

す
。

○
生
活
保
護
に
係
る
扶
助
費
二
億
四

千
七
百
六
十
九
万
六
千
円
、
精
神
薄

弱
者
の
施
設
入
所
援
護
費
な
ど
に
一

億
一
千
七
百
八
万
九
千
円
の
ほ
か
、

乳
幼
児
医
療
に
係
る
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
一
千
三
百
七

万
四
千
円
。

○
老
人
福
祉
対
策
と
し
て
は
、
施
設

収
容
措
置
費
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
費

助
成
金
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
費
な

ど
に
一
億
六
千
七
百
十
五
万
五
千
円
。

○
身
体
障
害
者
福
祉
対
策
で
は
、
施

設
収
容
援
護
費
、
更
生
医
療
・
補
装

具
給
付
費
な
ど
に
三
千
七
百
二
万
一

千
円
。

労
　
働
　
費

4

商

工

費

○
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
及
び
働
く
婦

人
の
家
の
管
理
運
営
費
、
失
業
対
策

事
業
費
に
三
千
五
百
二
十
七
万
三
千

円
。

農
林
水
産
業
費

○
農
道
、
用
水
路
、
溜
池
の
新
設
・
改

良
・
維
持
補
修
な
ど
農
業
施
設
の
整

備
に
四
千
三
百
七
十
一
万
五
千
円
。

○
中
小
企
業
の
経
営
資
金
円
滑
化
の

た
め
、
中
小
企
業
振
興
資
金
な
ど
の

貸
付
金
五
千
五
百
万
円
、
全
日
本
こ

け
し
コ
ン
ケ
ー
ル
及
び
乾
め
ん
ま
つ

り
事
業
に
三
百
万
円
、
卸
売
市
場
事

業
特
別
会
計
繰
出
金
三
千
百
十
六
万

円
の
ほ
か
、
観
光
協
会
の
運
営
費
、

春
・
夏
ま
つ
り
行
事
補
助
金
に
七
百

万
円
を
計
上
し
て
、
商
工
、
観
光
の

振
興
を
図
り
ま
す
。

59年度市の台所

り軸
想
さ
れ
ま
す
。

　
一
方
、
財
源
の
不
足
を
補
充
す
る

も
の
と
し
て
借
入
れ
し
た
市
債
の
償

還
費
、
人
件
費
、
社
会
福
祉
関
係
経

費
は
増
え
続
け
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

に
な
い
財
源
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
状

況
か
ら
、
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、

物
件
費
な
ど
の
経
常
経
費
の
節
減
に

努
め
て
お
り
ま
す
。

　
歳
入
歳
出
予
算
の
概
要
は
次
の
と

お
り
で
す
。

土
　
木

費

○
生
活
環
境
整
備
の
た
め
、
道
路
・

橋
梁
な
ど
の
新
設
改
良
、
維
持
費
合

わ
せ
て
二
億
二
千
五
百
二
十
九
万
二

千
円
。

O
都
市
計
画
事
業
と
し
て
は
、
新
幹

線
駅
前
地
区
の
土
地
区
画
整
理
及
び

白
石
沖
西
堀
線
街
路
事
業
に
二
億
二

干
四
百
五
十
六
万
六
千
円
、
白
石
川

緑
地
事
業
に
は
四
千
六
百
五
十
六
万

四
千
円
を
計
上
し
て
事
業
の
推
進
を

図
り
ま
す
。

○
住
宅
対
策
と
し
て
は
、
城
南
住
宅

十
八
戸
、
郡
山
住
宅
八
戸
の
建
設
事

業
費
二
億
二
千
八
百
九
十
三
万
一
千

円
の
ほ
か
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計

の
幹
線
工
事
、
公
債
費
な
ど
に
一
億

三
千
二
百
六
万
五
千
円
が
繰
出
さ
れ

ま
す
。

消
　
防

費

O
非
常
備
消
防
費
、
動
力
ポ
ン
プ
並

び
に
貯
水
槽
の
設
置
費
用
に
六
千
三

百
六
十
四
万
円
、
仙
南
地
域
広
域
行

政
事
務
組
合
負
担
金
と
し
て
一
億
八

千
五
百
十
五
万
円
を
計
上
し
て
消

防
、
防
災
の
充
実
強
化
を
図
り
ま
す
。

○
仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
の

教
育
費
負
担
金
と
し
て
六
百
六
十
］

万
九
千
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

災
害
復
旧
費

〇
一
昨
年
九
月
の
台
風
に
よ
る
平
家

川
外
二
河
川
の
災
害
復
旧
経
費
三
千

三
十
七
万
八
千
円
。

予
備
費
　
5
7
7
万
5
千
円

災
害
復
旧
費
　
3
、
0
3
7
万
8
干
円

　
労
働
費
　
6
、
9
0
8
万
3
干
円

商
工
費

議
会
費

1
億
4
、
9
6
6
万
2
千
円

1
億
5
、
7
1
8
万
2
干
円

消
防
費
　
2
億
5
、
7
9
0
万
7
千
円

衛
生
費
　
4
億
6
、
1
2
1
万
円

公
債
費
　
7
億
2
、
3
4
8
万
9
干
円

教
育
費
　
9
億
5
、
1
1
2
万
4
干
円

総
務
費
　
1
0
億
工
、
2
4
8
万
4
干
円

土
木
費
　
1
0
億
5
、
2
6
5
万
3
千
円

民
生
費
　
1
1
億
2
、
5
9
7
万
1
干
円

農
林
水
産
業
費
　
1
7
億
4
、
3
7
4
万
2
干
円

億
1
7
1
6
1
5
M
1
3
1
2
n

10

9
8
7
6
5
4
3
2
1

教
　
育
　
費

公

債
　
費

O
斎
川
小
学
校
の
プ
ー
ル
建
設
費
三

千
四
十
一
万
一
千
円
、
各
小
中
学
校
、

幼
稚
園
施
設
の
改
良
補
修
費
用
三
千

六
百
四
十
五
万
円
。

O
市
が
借
り
入
れ
し
た
市
債
及
び
一

時
借
入
金
に
係
る
元
金
、
利
子
合
わ

せ
て
七
億
二
干
三
百
七
万
一
千
円
を

計
上
し
て
、
償
還
に
充
て
る
こ
と
に

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

特別会計一
〉国民健康保険特別会計

　　18億5，365万3千円

　　（前年比5，203万8干円の増）

〉簡易水道事業特別会計

1，175万3千円

〉下水道事業特別会計

　　3億9，177万5千円

〉地方卸売市場事業特別会計

　　4，070万1千円

　　（前年比64万4千円の増）

〉老人保健特別会計

　　12億1，054万1千円

　　（前年比1億1，385万9千円の増）

〉水道事業会計

収益的収入　2億5，670万1干円

収益的支出　2億7，901万9千円

資本的収入　　　4，081万5千円

　資本的支出　　　　1億803万円

一
∞碗
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越河地区民芸能祭

　　　　　　　　　　　○一越河公民館

　さる3月4日、越河地区民の芸能祭が越河公民館で

開催されました。芸能祭では、さんさ時雨でスタート、

民謡や踊り、歌謡曲など合わせて42のプログラムと12

のとびいケ）に地区民が登場、春の火災予防運動期閲中

なので、婦人防火クラブ会員による「防火音頭」も披

露されました。訪れた地区民約27〔）人から盛大な声援

や手拍子が熱演の出場者に送られました。同地区民の

祭典は、昨年まで開催されていた恒例の早苗振り大会

に変わる行事です。

　醸　　．1
　　　　　　　　　　　　　　騨

．
、
’
、

　
ん

き賜齢
鮮
》

友情の「ハナノキ」を植樹

　　　　　　　　　　　○一斎川小学校

　3月8日斎川小学校（近江昭三校長）へ「小さな親

切」運動の輪を広げようと、愛知県三好町北部小学校

の児童たちから同県の木「ハナノキ」が贈られ、斎川

小の5年生の児童代表が校庭の片隅に植樹しました。

昨年秋同校の5年生33人が学年1“るみで小さな親切運

動本部に加入し、国道4号線沿いの清掃伶業などをr、

てきました。その成果が認められ、5年生7へが先ご

ろ、同運動本部から表彰されており、県内で唯一の運

動に参加している同校が選ばれました。

、、、、

　x、　　　、・驚、、

　　　　　　　　　　9

　　　　　　　　隻ヒ．
甑

蠕籔
搬

州

㌧
、

わだい

施設見学

＼

ぎ

　　　　　　　　　　　　○一幼児学級

　さる2月29日、公民館において学習してきた3歳児

をもつお母さんのテレビ視聴グループでは、県内の施

設（仙台空港▲写真）など数ケ所を見学しました。こ

の行事のねらいは、学習の総まとめとして、幼児と母

親とのふれあいを大切にし、また、幼児と幼児の仲間

づくりで、社会におけるルールを実際の場所で「経験

学習しようと企画きれたものです。幼児たちは、楽し

い施設見学に1日中おおはしゃぎ、いろいろ興味や関

心を示し、お母さんに質問をしていました。

瀟
纐
残
懸

　
r

ぬりえ、にがおえコンクール

　　　　　　　　　　　○一白石郵便局
　今春市内小学校に入学する子供を対象にi、たぬりえ、

にがおえコンクールがこのほど臼石郵便局主催で行わ

れ、1乍品、188点がよせられま1、た。同コ）㌘一几の審

査には、白二小の佐々木俊輔先生が携わり、ぬりえの

部、にがおえの部各ll）人の入賞作品が選ばれま1、た。

同郵便局では、3月21日から入賞作品を客室に展示、

訪れた市民の目を楽しませていました、、主なフ、賞者は、

ぬりえ金賞＝えんどうあき、さとうまこと，にがおえ

金賞＝ほしなけんたろう、はしもとたけし，の作品でi、

た。

7

区域図（太線わく内）

君
住
（
昼
袋
）
審
整
備
事
業
に
着
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
U
九
月
、
”
実
施
を
”
標
に
事
業
を
進
め
ま
す
抽

　
今
回
、
住
居
表
示
整
備
事
業
と
し
　
を
決
定
す
る
作
業
が
あ
り
ま
す
。
区
　
な
さ
ん
と
話
し
合
い
を
進
め
て
お
り

て
、
短
ケ
町
・
新
町
の
各
行
政
区
の
　
域
の
中
に
は
、
現
在
使
っ
て
い
る
字
ま
す
．

全
地
区
、
及
び
亘
理
町
・
本
郷
第
四
・
名
が
、
字
半
沢
屋
敷
西
・
字
北
町
裏
・
　
説
明
会
を
行
っ
た
中
で
、
「
住
居
表

西
益
岡
・
中
益
岡
・
東
益
岡
・
滝
下
　
字
新
町
・
字
半
沢
屋
敷
前
・
圭
旦
理
　
示
が
実
施
さ
れ
る
と
、
行
政
区
が
分

の
各
行
政
区
の
一
部
（
区
域
図
参
照
）
町
・
字
短
ケ
町
・
字
本
鍛
冶
小
路
・
　
散
す
る
の
で
は
な
い
か
？
」
と
い
う

を
着
手
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
字
外
北
小
路
・
宇
番
丁
・
字
中
河
原
・
質
問
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
行
政
区

　
先
日
、
関
係
地
区
の
み
な
さ
ん
に
　
字
葛
西
丁
・
字
後
小
路
・
福
岡
蔵
本
　
は
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
自
主
的
な

説
明
会
を
開
催
し
て
住
居
表
示
の
概
　
字
堂
形
・
福
岡
蔵
杢
子
六
本
松
一
番
・
集
り
で
す
か
ら
、
住
居
表
示
が
実
施

要
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
理
解
と
ご
　
福
岡
蔵
本
字
下
り
川
二
番
な
ど
十
五
　
さ
れ
て
も
従
来
ど
お
り
継
続
さ
れ
て

協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
今
後
　
の
字
名
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
新
し
　
よ
い
の
で
す
。

の
進
め
方
と
し
て
は
、
区
域
の
新
　
く
三
つ
の
町
名
に
す
る
わ
け
で
す
．
、
　
住
居
表
示
に
つ
い
て
詳
し
・
・
は
、

し
い
町
割
り
に
基
づ
い
て
、
町
名
　
現
在
町
名
に
つ
い
て
関
係
地
区
の
み
　
都
市
計
画
課
庶
務
係
（
内
線
二
三
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
お
問
い
含
せ
く
だ
さ
い
．
．

。
ア
ポ
イ
ン
ト
商
法

　
　
あ
る
日
、
電
話
で
親
し
げ
に
「
貴
方
と
同
じ
学
校
を
享
業
し
た
（
り
○
で

　
す
が
英
会
話
サ
ロ
ン
を
見
幽
．
†
し
ま
せ
ん
？
楽
し
い
雰
囲
気
の
サ
ロ
ン
で
す

　
よ
。
」
　
と
か
、
電
話
で
「
お
め
で
と
う
御
座
居
ま
す
！
抽
せ
ん
会
に
当
た

　
っ
た
の
で
、
営
業
所
ま
で
お
越
し
ド
さ
い
。
色
々
な
商
品
か
あ
り
ま
す
よ
。
」

　
こ
れ
ら
の
手
口
は
、
い
ず
れ
も
「
英
会
話
教
材
」
の
勧
誘
々
法
で
す
。

・
霊
　
感
　
商
　
法

　
　
人
の
弱
み
や
、
不
幸
に
つ
け
こ
ん
で
、
高
額
な
商
品
を
脅
迫
ま
が
い
の

　
言
葉
で
売
り
つ
け
、
ト
ラ
フ
尾
に
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
商
品
に
、
高
麗
人

　
参
（
茶
・
濃
縮
液
）
、
印
鑑
・
つ
ぽ
・
多
宝
塔
が
あ
り
ま
す
．
、

★
契
約
は
家
族
と
よ
く
相
談
し
て

　
　
高
額
な
商
晶
は
家
族
と
よ
く
相
談
し
必
．
要
で
な
け
れ
ば
勇
気
を
も
っ
て

　
断
わ
り
ま
し
ょ
う
、
、
契
約
の
時
の
書
面
へ
の
署
名
、
捺
印
は
慎
重
に
行
い

　
安
易
な
気
持
で
し
な
い
こ
と
で
す
。

0
｝
浜
　
　
　
8
藍
籍
頬
、
9

騨
6
㌧
　
　
　
　
　
と
な
っ
て
い
ま
す 9　　’寝つワ
　化4具た1
教粧　 類とス
育品自　位卜
教　’動211）。

材7販　種テ
　　’だ消類ン
10ス機火をを
　キ　器商見
和ン5　’品る
服’　　別と
煩　 英　に

訪
問
販
売
の
巧
妙
な
手
ロ

カ
ギ
か
け
は

　
　
家
族
み
ん
な
の
合
言
葉

6



第36回

婦

人

週

問

4
月
1
0
日
～
給
日

尽蘇1
ヤ畠薮
冨 的．唱P
　卜

あらゆる分野への

男女の共同参加

昭和59年3月1日059年3月1日　白石市

　　備　　　考

上昇品目：天ぷら油、

ラップ、カレーライス、

灯油

下降品目：小麦粉、マ

ーガリン、牛乳、レギ

ュラーガソリン、重油

桑黄ばい品目：しょう油、

砂糖、食パン、バター、

テイッシュペーパー、

理髪料、パーマネント

料、軽油、プロパンガ

⑳
拶
翻
＠
鴎

え
び
と
し
い
た
け
ご
飯

大庭芳子さん（白石大畑

　
【
材
料
】
　
（
四
人
分
）

　
米
三
カ
ッ
プ
、
小
え
び
鋤
q
、
生

椎
茸
八
枚
、
三
つ
葉
少
々
、
酒
、
み

り
ん
、
し
ょ
う
ゆ
、
だ
し
汁
、
塩
。

　
【
作
り
方
】

①
米
は
炊
く
一
時
間
前
に
洗
っ
て
ザ

　
ル
に
上
げ
ま
す
。

②
え
び
は
塩
水
で
洗
っ
て
殻
と
背
わ

　
た
を
除
き
酒
・
み
り
ん
・
し
ょ
う

　
ゆ
各
大
さ
じ
一
杯
と
ひ
た
ひ
た
の

　
だ
し
汁
を
加
え
、
さ
っ
と
煮
て
、

　
貝
と
煮
汁
に
分
け
ま
す
。

③
生
椎
茸
は
石
づ
き
を
除
い
て
薄
切

　
り
に
し
、
酒
、
し
ょ
う
ゆ
各
大
さ

　
じ
一
杯
と
ユ
2
杯
を
ふ
っ
て
下
味
を

　
つ
け
ま
す
。

〔
如
三
つ
葉
は
一
～
二
㎝
長
さ
に
切
り

　
ま
す
。

㊦
釆
に
水
三
カ
ッ
プ
②
の
煮
汁
③
の

　
漬
け
汁
、
塩
小
さ
じ
少
量
を
加
え

　
て
普
通
に
炊
き
、
火
を
止
め
て
か

　
ら
え
び
と
椎
茸
を
加
え
て
充
分
に

　
蒸
ら
し
ま
す
。
さ
ら
に
仕
上
げ
に

　
三
つ
葉
を
入
れ
、
二
～
三
分
間
蒸

　
ら
し
ま
す
。

　
【
応
用
】

　
え
び
の
か
わ
り
に
し
ら
す
干
を
用

い
て
も
よ
い
。

ご
存
知
で
す
か
？

　
門
酒
・
み
り
ん
の

　
　
　
　
　
上
手
な
使
い
方
日

　
酒
は
早
め
に
、
み
り
ん
は
仕
上
げ

の
直
前
に
使
う
の
が
上
手
な
使
い
方
。

＿ノ

　
み
り
ん
は
生
臭
み
消
し
に
大
き
な

力
を
も
っ
て
お
り
、
和
風
の
煮
も
の

に
薄
口
し
ょ
う
ゆ
と
と
も
に
み
り
ん

を
使
用
す
る
と
味
が
よ
く
な
り
、
め

ん
類
の
つ
ゆ
に
も
使
う
と
よ
い
も
の

が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
つ
や
を
よ
く
す
る
効
果
も
皿

あ
る
の
で
、
煮
も
の
や
照
り
焼
き
の

た
れ
に
み
り
ん
を
加
え
る
と
つ
や
よ

く
仕
上
が
り
ま
す
。

　
み
り
ん
は
じ
か
に
魚
や
肉
に
使
用

す
る
と
糖
分
と
ア
ル
コ
ー
ル
分
の
た

め
に
身
が
し
ま
り
、
固
く
な
り
ま
す
。
…

調
理
す
る
前
に
ふ
り
か
け
て
下
昧

を
つ
け
る
場
合
に
は
、
清
酒
を
使
う

よ
う
に
し
ま
す
。
ま
ず
み
り
ん
だ
け

を
鍋
に
入
れ
、
い
っ
た
ん
煮
た
て
て

強
す
ぎ
る
ア
ル
コ
ー
ル
分
を
と
ば
す

こ
と
も
忘
れ
ず
に
。
こ
れ
を
煮
ざ
る

と
い
い
ま
す
が
あ
ま
り
煮
す
ぎ
る
と

風
味
や
成
分
が
逃
げ
て
し
ま
い
か
え

っ
て
逆
効
果
に
な
り
ま
す
の
で
注
意

し
ま
し
よ
う
。

調査日：旺

弐揃月価烙比

消費生活モニター調査結果

　12．7

△1．4

ラ
ば
糖
イ
髪

ユ
横
砂
テ
理
料
ス

△2．0

△1．3

0．5

1．4

　2．4

△1、3

△13．6

前肝均価格

　　　　267

　　　　448

　　　　504

　　　　218

　　　　150

　　　　202

　　　　234

　　　　379

　　　　155

　　　　211

　　4，993

　　　　437

　　1，450

　　5，387

　　　　149

　　　　106

　　　　　81

平均値
　　　267

　　　448

　　　568

　　　215

　　　150

　　　198

　　　231

　　　379

　　　155

　　　212

　4，993

　　　443

　　1，450

　5，387

　　1．435

－　　　147

　　　106

　　　　70

最低値
　　　　248

　　　　418

　　　　500

　　　　208

　　　　140

　　　　185

　　　　208

　　　　335

　　　　145

　　　　180

　　4，800

　　　　400

　　1，300

　　5，000

　　1．386
　　1．386

　　　　145

　　　　103

　　　　75

最高1直

　　　280

　　　525

　　　600

　　　231）

　　　160

　　　215

　　　260

　　　398

　　　170

　　　230

　　5，200

　　　500

　　1，500

　　6，000

　　1，500

－　　　150

　　　110

　　　　85

　晶　　名　　 銘柄・規格
ハ　へ　ド　 　　ロゴ　ト　　　　　　　　　　
1．砂　　　　　糖 上　自　糖　　　　1kg

冬．』．　短油．1本醸蹴稽兄墨建

3．天ぷら油11，6509　〔L8召）

4，小麦粉薄力粉　
lkg

5．食パン並　食　1斤
6．マーガりンiソフ　ト　　2259
－㎜皿配 『俺一 「ら「　 一 一一一　　 一一

、Z・…牛．」し1郷込辺＿、玉璽咋

8．ノご　タ　ー1カルトン入｝）　2259

9。テ臼シュベー～1400枚（200組）紙箱入り

1ガデツ’デ「繭石帳き20m（二巻プ

11．　プロパンガス　　　　　　　10m‘

12．カレーライス並　　　 皿
　『＿一　『　1＿ ＿

13．理　　髪　　料1小学生調髪（洗髪を含む）

率こ’序う乏凶丘認享斥誌、Fガi

15・．灯『＿ゴ由．一
1至・ヒキ子ラー塑ン、LL⊥』現金

17。軽　油 14現金18．A重油114現金
8

家族で守ろう“交通弱者”

　
暖
か
い
日
差

し
に
誘
わ
れ
て
、

何
と
な
く
外
出

し
た
い
気
分
に

な
っ
て
し
ま
う

　
　
春
は
そ
ん

な
季
節
で
す
。

で
も
気
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
。

狭
い
日
本
に
は

人
や
車
が
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
五
十
八

年
中
に
発
生
し

た
交
通
事
故
は
、

全
国
で
五
十
二

万
五
千
九
百
三

件
（
一
日
平
均

千
四
百
四
十
一

件
）
。
前
年
に

比
べ
て
二
万
一
一
一

千
六
百
四
十
二

件
（
四
・
七
％
）

も
増
え
て
い
ま

O
家
族
で
防
ぐ

お
年
寄
り
の
交
通
事
故

　
こ
れ
か
ら
は
”
高
齢
化
社
会
”
の

時
代
で
あ
る
、
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
五
十
八
年
中
の
交
通
事
故
状

況
を
見
て
も
、
お
年
寄
り
の
事
故
が

大
幅
に
増
え
て
お
り
、
こ
こ
に
も
高

齢
化
の
波
が
押
し
寄
せ
て
き
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
特
に
、
六
十
歳
以
上
の
死
者
数
は
、

全
死
者
数
の
四
分
の
一
以
上
（
二
千

三
百
九
十
九
人
）
を
占
め
て
お
り
、

子
供
の
死
者
数
（
七
百
九
十
人
・
十

五
歳
以
下
）
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い

ま
す
。
お
年
寄
り
は
子
供
以
上
に
”
交

通
弱
者
”
の
立
場
に
あ
る
と
い
え
ま

し
ょ
う
。

▼
お
年
寄
り
の
行
動
特
性
を
知
ろ
う

　
お
年
寄
り
を
交
通
事
故
か
ら
守
る

に
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
運
転
に
気
を

つ
け
る
一
方
、
家
庭
で
は
、
家
族
み

ん
な
が
温
か
い
思
い
や
り
を
も
つ
て
、

お
年
寄
り
に
交
通
ル
ー
ル
な
ど
を
教

え
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

お
年
寄
り
の
行
動
特
性

○
家
に
い
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
交

通
ル
ー
ル
を
は
じ
め
”
交
通
環
境
”

に
つ
い
て
も
昔
の
記
憶
が
大
半
を
占

め
、
交
通
量
の
多
く
な
っ
た
現
在
の

状
況
を
実
感
と
し
て
つ
か
み
に
く
い
。

Q
自
分
の
考
え
を
変
え
に
く
く
な
り
、

そ
の
た
め
他
人
の
注
意
も
素
直
に
受

け
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
が
多
い
。

O
視
力
、
聴
力
、
筋
力
な
ど
身
体
機

能
の
低
下
に
よ
っ
て
、
と
っ
さ
の
判

断
や
す
ば
や
い
行
動
が
と
り
に
く
い
。

▼
親
し
み
や
す
い
言
葉
で
説
明
を

　
お
年
寄
り
の
交
通
安
全
意
識
を
高

め
る
た
め
に
は
、
親
し
み
や
す
い
話

し
言
葉
で
、
し
か
も
身
近
で
具
体
的

な
例
を
挙
げ
て
説
明
す
る
の
が
効
果

的
で
す
。

▼
夜
間
の
外
出
に
は
明
る
い
服
装
を

　
お
年
寄
り
が
夜
間
に
外
出
す
る
と

き
は
、
明
る
い
色
の
服
装
を
さ
せ
た

り
、
夜
光
反
射
材
を
ス
テ
ッ
キ
、
カ

バ
ン
な
ど
に
張
り
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
夜
問
、
自
転
車
に
乗
る
の
は

危
険
な
の
で
、
な
る
べ
く
乗
ら
な
い

よ
う
に
注
意
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

す
℃
な
か
で
も
二
輪
車
の
事
故
、
歩

行
中
の
お
年
寄
り
の
事
故
、
自
転
車

乗
車
中
の
子
供
と
お
年
寄
り
の
事
故

が
目
立
っ
て
増
え
て
い
ま
す
。

　
四
月
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
は
「
春

の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
」
歩

行
者
も
ド
ラ
イ
バ
ー
も
暖
か
い
陽
気

に
気
を
緩
め
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

み
ん
な
で
交
通
安
全
を
確
認
し
合
っ

て
く
だ
さ
い
。

○
親
が
教
え
る

白
転
車
の
ル
ー
ル
と
マ
ナ
書

　
春
は
絶
好
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
・
シ

ー
ズ
ン
。
風
を
切
っ
て
走
る
自
転
車

は
、
実
に
気
持
ち
の
い
い
も
の
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
快
適
さ
に
は
、
常
に

交
通
事
故
の
危
険
が
つ
い
て
ま
わ
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
特
に
春
は
、
新
学
期
を
迎
え
て
新

し
く
自
転
車
を
買
っ
て
も
ら
っ
た
子

供
た
ち
が
、
ま
だ
慣
れ
な
い
手
つ
き

で
自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
姿
を
よ
く

見
か
け
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
自
転
車
を
持
つ
お

子
さ
ん
に
は
正
し
い
自
転
車
の
乗
り

方
を
教
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
自
転
車
を
通
し
て
交
通
ル
ー
ル

と
マ
ナ
ー
も
身
に
つ
け
さ
せ
ま
し
ょ

う
。▼

体
に
合
っ
た
自
転
車
を
選
ぶ

　
い
ず
れ
大
き
く
な
る
か
ら
と
、
足

が
地
面
に
届
か
な
い
自
転
車
を
買
い

与
え
る
の
は
危
険
で
す
。
サ
ド
ル
を

ま
た
い
で
、
両
足
が
完
全
に
地
面
に

つ
く
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

▼
乗
る
前
に
必
ず
点
検
し
よ
う

　
○
ブ
レ
ー
キ
は
F
よ
く
き
く
か

　
○
ラ
イ
ト
は
つ
く
か

　
o
タ
イ
ヤ
の
空
気
は
入
っ
て
る
か

　
そ
の
ほ
か
、
　
ハ
ン
ド
ル
、
サ
ド
ル
、

ペ
ダ
ル
、
ブ
ザ
ー
や
ベ
ル
、
反
射
器

材
、
チ
ェ
ー
ン
、
ネ
ジ
な
ど
の
具
合

も
点
検
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
一
時
停
止
で
、
安
全
を
確
認
す
る

　
「
一
時
停
止
」
の
標
識
（
標
示
）

の
あ
る
場
所
や
見
通
し
の
悪
い
交
差

点
で
は
、
必
ず
い
っ
た
ん
止
ま
り
、

左
右
の
安
全
を
し
っ
か
り
と
確
認
さ

せ
ま
し
よ
う
。

▼
大
型
車
の
巻
き
込
み
事
故
に
注
意

　
車
が
右
左
折
す
る
と
き
、
後
輪
は

前
輪
よ
り
も
内
側
を
通
り
ま
す
。
と

く
に
バ
ス
や
大
型
ト
ラ
ッ
ク
は
そ
の

差
（
内
輪
差
）
が
大
き
い
の
で
、
自

転
車
は
交
差
点
の
近
く
で
バ
ス
や
ト

ラ
ッ
ク
と
並
ん
で
走
ら
な
い
よ
う
に

し
ま
し
よ
う
。

　
こ
の
ほ
か
、
お
子
さ
ん
が
自
転
車

に
乗
る
と
き
は
、
・
次
の
よ
う
な
点
に

注
意
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

☆
左
側
通
行
を
守
る
　
☆
手
ば
な
し

運
転
、
二
人
乗
り
、
ジ
グ
ザ
グ
運
転

は
し
な
い
　
☆
下
駄
や
サ
ン
ダ
ル
で

は
乗
ら
な
い
　
☆
夜
間
、
反
射
器
材

が
つ
い
て
い
な
い
自
転
車
に
は
乗
ら

な
い
　
☆
自
転
車
は
必
ず
決
め
ら
れ

た
場
所
に
駐
車
す
る
　
☆
「
自
転
車

通
行
禁
止
」
な
ど
の
自
転
車
に
関
す

る
標
識
や
標
示
に
従
う
。

9

▼
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動



あなたも参加しませんか
　　　　　　　　《受講生募集》

　　　　働く婦人の家
働く婦人の家は、本年度で各種講座開設10年目を迎

えます。そこで内容の一層の充実を計りながら利用者

とともにさらに一歩前進していきます。

講座は、初心者のための基礎入門講座ですので、市

内に住む女性または在勤の方ならどなたでも受講でき

ます。皆さんのご参加をお待ちしております。

レ申し込み　昭和59年4月1日～4月18日まで働く婦
人の家瑠5－5095（電話でも可）へお申し込みくだ

　さい。

〉経費　受講料は無料ですが、材料代は自己負担にな

　ります。

〉託児　お預りできるお子さんは、満3歳以上就学前

の方です。

募集する定期教室

講座名

料理

古典

荻

ハフチ

ワー7

七宝貼

手禰

道書

道

内

季節の料哩

古典文学に規

しむ

三」礎力・ら色1氏1会

基礎から小もの

アク七サリー

の製作

和服の美しい

酋庁

カ・ら・くスト、

セーター製作

基面塘からスカ

ート等

切歩から実用

まで

池坊

定員

20

20

15

20

20

20

20

15

⑳

⑳

15

曜臼

第1、第3

水曜日

金曜日

木曜日

第2、第4

水曜日

火曜日

火曜日

第1、第3

土曜日

火曜日

金曜日

日曜日

土曜日

時間

午前

10時～12時

午後

6時30分

～8時3U分

午前

10時～12時

午前
1011ギ～121『寺

期間

自4月

く

至9目

自4月

至12月

自4月
～

至3月

1蒜師名

畠　つね
柴谷信子

遠藤　美樹

大谷友雄

矢内和子

真柳和子

谷津八代一チ

大庭　∫伎

朝きく正

峰茗一
月

宍

久贋見秋水

大谷高園

　　　　1一辱ξll・　、、＾

　　　　構華遺　議

臨ノ

　　　勤労青少年ホーム
勤労青少年ホームでは、定期講座・サークル会員を

募集します っ

〉利用資格　自石市に注所、または勤務先をもつ青少

年なら誰でも参加できます。利用証の交付申請をし

ていない方は、申込と同時に登録申請もして1ださい。

》申込　4月1日から（定員になりしだい締め切ります）。

勤労青少年ホーム（豊5－3720）へ。申込用紙はホ

ーム事務局にあります。前年度に引き続き受講され

る方も手続きをすませてください。

分区

｛
疋

月具

講

座

区分

趣

昧

同

好

サ

i
ツ

ル

講座名

日本舞踊若柳流

料 理

築道裏干家”1し

華這池坊

華道小原流

和 旨表

電
圖 萱

善 寸f

民 話

社交ダンス

ダルーフ名

サー7ル
くL・しん鋼まう

サー”し

　ヒンホー

社交ダンス

　サープル

洋餓サー7，レ

期　　間

1ヶ年毎週月曜日

1ヶ年毎週火曜日

1ヶ年毎週火曜日

1ヶ年毎週木曜日

1ヶ年毎週金曜日

ユヶ年毎週土曜日

短期毎週月曜日

短期毎週金曜日

短期毎週金曜日

短期毎週水曜日

教材費

扇子代　月　500円

材桐代　月’2，000円

茶菓チ代　目500円

花　代　月2，000円

花代月2，000円

教材費実　 費

実　　　　費
（ペン字も可能1

費

会費月1，000円

会費　　500円

例会日

隔週月曜日

　火毎週木曜日

毎週木曜日

毎遁1月曜日

目的・活動内容

料理の研究・親ぼ1

交流試合親ぼく

社交ダンヌ、・視ぽ1

ハーティー開催

羊f技術のマスダー・

、
ー
　

脳
繭
h

ヤ
醐
罐

　
　
』
ト
f

、
⑲
，
」

”

昭和59年度犬の登録及び
第1回狂犬病予防注射実施日程表

地区

自石

大平

福岡

『越河

斎川

大鷹沢

白川

小下倉

福岡

小原

月臼

4．11

4．12

4，13

4．14

4，16

4．17

4．18

4．19

輩目

水

木

金

土

月

火

水

木

実施場所
健康センター

図書館

八幡神社前

田町会館前

中央公園

中央公民館

観音崎公園前

郡山集会所

寿山集会所

上郡山集会所
緑ケ丘コミュニティセンター

我妻商会向（高架橋下）

大平公民館

大平5区集会所
城南ヤギサワ商会

滝下会館

越河公民館

越河部落集会所

越河9区集会所
越河駅前ポンプ置場

中斎川集会所

斎川公民館

大鷹沢公民館

大鷹沢4区公民館

大鷹沢6区集会所

耳取停留所

犬卒都婆公会堂

津田小野商店前

白川公民館

内親生活センター

小下倉集会所

上原集会所

川原子停留所

不忘研修センター

岡部捨雄宅前

下ノ集乳所前

三住元開拓農協

西区上集会所

深谷公民館

北区木須商店向

東区平林商店脇

八宮生活センター

福岡公民館

大網担手センター

弥治郎集会所

鎌先消防詰所

滝上集会所

上戸沢集会所

下戸沢公会堂

冷清水集会所

木村商店スタンド前

大熊集会所

小原保育園駐車場

小原公民館
茉叶田Tf亭留戸斤

赤坂集会所
大浦けさよ宅脇（小日向入口〉

明戸集会所

かっらや駐車場

実施時間
9：00～　9：50

10：00～10：50

11：10～11：30

13：10～14：00

14：20～14：50

9＝10～　9：30

9：50～10：20

10：40～10：50

11：10～11：30

13：10～13＝20

13：40～14：00

14：10～14；20

9：30～10：00

10：20～10：40

11：00～11：10

11：30～12＝00

13：30～13＝40

14：00～14：10

14：20～14：30

14：4，0～15：00

9：30～　9：40

10：00～10：30

9：10～9：30

9：40～10：00

10：10～10：15

10＝25～10：35

11：00～11：20

11：30～11：40

13：10～13：30

13：40～13：50

14：10～14：20

9：10～　9：20

9：35～　9：40

10：05～10：15

10：35～10：40

10：45～10：50

11：10～11二30

13；20～13：40

14：00～14：40

9：10～9：20

9：30～　9：40

10：00～10：20

10：50～11：30

13：20～13：30

13：50～14：00

14＝20～14：30

14：50～15：00

9：25～　9：30

9：40～　9：50

10：00～10110
10；20～10：30

10：40～10：50

11：10～11：20

11：30～11：40

13：10～13：20

13：30～13：40

13：50～14：00

14：10～14：20

14：30～14：40

五
十
九
年
度
第
　
回
　
　
　
　
い
詣
雛
麓
虹
鰯
離
輪
劉
翻
露
側
艦
凪
碍
纏
鑑
札
を
壽
て
い
蔀
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
生
後
三
　
票
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
鑑
札
も
　
　
飼
い
犬
に
必
要
な
鑑
札
を
つ
け
て

　
　
　
　
畜
犬
届
と
　
勤
鞍
響
筆
鐘
雛
航
曝
縫
け
て
聾
慈
譲
講

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
首
　
▼
料
金
　
三
千
八
百
円
（
登
録
料
一
　
り
締
ら
れ
る
側
か
ら
考
え
る
と
、
非

　
　
　
　
　
　
　
　
予
防
接
種
輪
縫
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
駆
嚢
麟
注
射
料
、
蓉
離
講
諺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
§
…
§
…
雲
…
§
　
▼
期
間
中
に
注
射
を
受
け
る
こ
と
が
　
鑑
札
だ
け
は
受
け
て
責
任
を
果
し
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
き
な
か
っ
た
場
合
　
獣
医
師
が
　
し
ょ
う
。

犬
を
飼
う
こ
と
に
な
る
と
、
狂
犬
せ
ん
．
　
　
　
　
　
　
　
予
防
接
種
の
受
け
方
　
　
戸
別
に
訪
問
し
て
注
射
す
る
こ
と
　
な
お
、
犬
の
死
亡
至
び
所
有
権

病
予
防
法
と
い
う
法
律
に
も
と
づ
い
　
　
こ
れ
は
、
飼
い
主
の
社
会
に
対
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
な
り
ま
す
の
で
料
金
の
外
に
二
　
を
放
棄
す
る
場
合
は
必
ず
市
衛
生
課

て
「
犬
鑑
札
」
と
「
注
射
済
」
の
二
　
る
大
き
な
義
務
で
、
絶
対
に
守
ら
な
　
　
畜
犬
登
録
を
し
た
犬
は
、
春
と
秋
　
　
下
円
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
　
ま
た
は
各
出
張
所
、
分
室
ま
で
ご
連

つ
の
鑑
札
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
　
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
の
二
回
、
狂
犬
病
の
予
防
接
種
を
受
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
最
近
咬
傷
事
件
が
多
発
し
て
お
り
ま
す
。
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
！

ノ0
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“
い
ざ
本
番
に
備
え
”

易

頼
ら
れ
る
団
員
づ
く
り

白
石
市
消
防
団
長
上
西
禮
一
一

さ
ん

　
白
石
市
消
防
団
（
団
員
七
百
人
）
の
団
長
と
し
て
、
市
民
の
防
災
に

貢
献
す
べ
く
団
員
に
お
け
る
教
育
訓
練
の
充
実
を
強
調
、
四
月
一
日

「
春
の
火
災
予
防
演
習
」
を
白
一
小
に
お
い
て
実
施
し
ま
す
。
そ
の
演

日
・
訓
練
を
指
揮
す
る
上
西
禮
二
さ
ん
（
六
十
七
歳
）
堂
場
前
晒
。

　
上
西
さ
ん
は
、
会
社
役
員

と
し
て
長
年
仕
事
に
携
わ
り
、

消
防
団
へ
の
参
加
は
、
昭
和

、

嚢
哩

　
欝

¢
じ
碑
う
」
笛 二

十
四
年
か
ら
で
約
三
十
五
年
間
に

な
る
そ
う
で
す
。

　
団
長
就
任
は
、
約
七
年
に
な
り
、

　
　
　
　
　
　
　
消
防
協
会
の
理
事
、

　
廓
　
　
㌃
　
　
同
協
会
刈
田
支
部

　
く
く
9
　
　
聾

　
　
　
　
、
．
罰
　
長
の
要
職
も
兼
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
髄

火
の
用
、
慧
母
調
β

渉

￥
｝
壌
訳

顎
」
、

宅

騨
．
『
熱
へ

て
し
ま
す
。

　
私
た
ち
の
任
務

は
、
「
災
害
が
起
う
帖
」

た
時
に
一
刻
で
も

速
く
現
場
に
駆
け

つ
け
、
被
害
を
景

小
限
度
に
ノ
、
い
止

め
た
い
6
．
ま
た
、

団
員
の
団
結
を
呼

び
か
け
、
機
動
力

を
ふ
る
に
生
か
し

た
い
」
と
話
し
て

い
ま
す
。

　
市
は
、
先
に
六

年
の
年
次
計
画
で
動
力
ホ
ン
プ
積
載

車
三
十
台
を
各
消
防
団
に
配
置
さ
れ

ま
し
た
が
、
面
積
が
広
い
当
市
で
は

か
か
せ
な
い
状
況
で
、
大
変
あ
り
が

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
い
ざ
火
災
が
起
き
現
場
に

駆
け
つ
け
た
時
に
感
じ
る
二
と
は
、

「
地
元
消
防
団
の
ポ
ン
ブ
の
位
置
な

ど
適
切
な
場
所
に
あ
る
か
ど
う
か
気

に
か
か
り
ま
す
已
そ
の
点
で
は
、
や

は
り
地
元
消
防
団
が
い
ち
速
く
現
場

へ
駆
け
つ
け
、
最
適
な
場
所
を
選
び

消
火
活
動
に
万
全
を
気
し
て
い
る
姿

を
見
た
時
気
持
ち
が
。
ホ
ッ
ト
“
し

ま
す
ね
と
に
っ
こ
り
。

　
一
昨
年
の
集
中
豪
雨
の
対
処
に
つ

い
て
は
、
短
時
間
の
こ
と
だ
け
に
各

分
団
長
さ
ん
に
責
任
を
ま
か
せ
「
人

命
尊
重
」
の
立
場
か
ら
い
ち
速
・
、
避

難
き
せ
る
な
ど
の
手
段
を
講
じ
ま
し

た
と
き
っ
ば
り
。

　
や
は
り
、
各
家
庭
で
火
を
出
さ
な

い
よ
う
注
意
し
て
ほ
し
い
し
、
時
節

が
ら
「
山
火
事
予
防
」
の
P
R
も
よ

ろ
し
く
と
一
言
。

　
か
つ
て
消
防
庁
長
官
賞
や
永
年
勤

続
の
表
彰
も
受
け
で
、
お
り
、
ベ
テ
ラ

ン
団
長
さ
ん
は
、
「
消
防
団
の
常
日
頃

の
訓
練
を
生
か
し
、
団
員
の
一
層
の

団
結
を
自
覚
す
る
よ
う
促
し
、
一
層

市
民
か
ら
信
頼
と
期
侍
さ
れ
る
団
員

の
育
成
に
寄
与
し
た
い
」
と
フ
ァ
で

ト
を
燃
や
し
て
い
ま
し
た
。

　
入
の
目
に
は
い
る
色
彩
で
一
番

感
覚
的
に
う
つ
る
の
は
赤
・
青
・

黄
の
三
原
色
で
、
二
れ
に
白
と
黒

が
加
わ
っ
て
五
色
と
か
五
彩
と
呼

ば
れ
、
総
て
の
色
の
も
と
に
な
っ

て
い
る
。
赤
・
青
・
黄
の
三
色
が

交
通
信
号
に
利
用
さ
れ
て
い
る
の

は
、
人
の
目
に
も
っ
と
も
つ
き
易

い
か
ら
で
あ
ろ
う
、
．
し
か
し
地
名

に
な
る
と
黄
色
に
ち
な
ん
だ
も
の

は
意
外
と
少
な
い

し
、
赤
と
青
は
多

い
。
と
く
に
赤
が

ず
ば
ぬ
け
て
使
わ

れ
て
い
る
。
地
名

に
赤
の
宇
が
使
わ

れ
る
の
は
人
の
視

覚
に
刺
激
的
に
反

応
す
る
た
め
か
も

知
れ
な
い
し
、
そ

れ
に
血
の
色
を
連

想
す
る
か
ら
で
も

あ
ろ
う
。
そ
の
上
、

地名アレコレ

で
、
海
か
の
他
へ
か
か
は
だ
か

な
ど
の
用
例
）
ワ
だ
か
ら
蝕
か
に
は

い
ろ
ん
な
意
味
が
あ
り
、
一
概
に

色
の
名
と
き
め
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
。

　
白
石
市
内
で
も
赤
岩
（
深
谷
V
・

赤
坂
（
犬
事
都
婆
・
小
原
・
越
河
）
、

赤
柴
〔
八
宮
）
、
赤
舘
山
〔
中
目
）
、

赤
丸
（
津
田
V
、
赤
沼
へ
深
谷
）
な

ど
赤
の
字
を
つ
け
た
地
名
は
多
い
、

　
　
　
　
　
　
小
原
材
木
岩
の
手

　
　
　
　
　
　
前
に
赤
井
畑
と
い

⑯

火
山
国
の
わ
が
国
で
は
外
国
に
較

ぺ
て
赤
や
朱
色
の
土
や
岩
石
が
多

い
せ
い
も
あ
る
。
し
か
し
地
名
に

使
わ
れ
る
あ
か
は
必
ず
し
も
色
の

名
か
ら
と
は
限
ら
な
い
。
ア
イ
ヌ

語
で
山
の
峯
や
尾
根
の
部
分
を
あ

か
と
い
う
し
、
「
明
け
」
と
い
う
書

葉
か
ら
、
木
や
草
の
生
え
て
い
な

い
不
毛
地
に
つ
け
ら
れ
た
り
し
て

い
る
。
（
な
に
も
な
い
と
い
う
意
昧

赤の字のついた地名

う
と
こ
ろ
が
あ
る
。

こ
の
あ
た
り
に
は

銅
を
産
出
す
る
小

鉱
山
が
多
く
、
山

の
岩
が
赤
色
を
し

で
、
い
る
た
め
つ
い

た
名
の
よ
う
で
あ

る
。
こ
こ
に
赤
地

蔵
と
い
う
仏
様
が

祀
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
地
蔵
に
お
供

え
す
る
も
の
は
す
べ
て
赤
色
の
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。

そ
し
て
智
か
ら
伊
達
郡
や
米
沢
方

面
か
ら
こ
の
地
方
に
侵
入
し
て
く

る
者
が
あ
る
と
、
こ
の
地
蔵
は
大

声
を
あ
げ
て
村
八
に
知
ら
せ
た
と

い
う
。
ま
た
歯
の
痛
み
に
苦
し
む

者
が
信
心
す
る
と
な
お
る
と
伝
え

ら
れ
、
今
で
も
拝
む
人
が
多
い
ξ

　
　
　
　
　
へ
市
民
編
さ
ん
室
）

ノ2

コ
イ
ド
ル

が象のヲ
「、

！
、
，
．
ノ

、
」
わ
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　　　市
…隻

蕾民壇

小室隆博ちゃん（福岡蔵本）

　　S58年4月15日生まれ

　政敏さん、明子さんの長男
　ママからひとこと
　　こおもいやりのある優しい子に育

　ってほしいこ

〔
投
句
さ
れ
る
方
へ
〕

毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、

封
書
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

歌

川
股
兵
三
選

子
供
な
き
伯
母
の
形
身
の
角
巻
を
着
て
道
す
が
ら
在

り
し
日
偲
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く

真
冬
日
の
緩
み
気
温
の
あ
が
る
日
は
鉢
の
い
く
つ
か

陽
射
し
に
あ
て
る
　
　
　
　
　
若
桑
謙
一

真
冬
日
の
庭
に
残
り
し
ま
ゆ
み
の
実
鳥
つ
い
ば
み
て

実
を
散
ら
し
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
敏
子

冬
枯
の
雑
木
林
の
枝
先
に
か
す
か
に
ゆ
れ
る
青
き
山

繭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
城
慎
太
郎

縫
物
を
好
み
し
亡
姉
の
針
箱
の
折
れ
針
さ
が
し
豆
腐

に
さ
し
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

す
く
い
来
し
鮒
も
恵
比
須
講
終
え
し
か
ば
冬
の
陽
光

る
川
に
放
て
り
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

　二iゴニ

”い

蛋
轟’撃

辱

琶
，
，

、
－

名
を
明
記
の
う
え
市
総
務
課
広
報

係
（
臼
石
市
桜
小
路
三
五
）
へ
。

短
歌
・
俳
旬
の
併
記
は
不
可
，

　「かぶと虫にのって」

　　　　　テく　　ノお　　

わたしの

　り轡鞍勿

退
院
せ
し
夫
の
血
色
朝
毎
に
茶
を
す
す
め
つ
つ
さ
り

げ
な
く
見
る
　
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

老
い
た
れ
ば
日
毎
の
暮
ら
し
に
ゆ
と
り
あ
り
一
人
静

か
に
歌
を
詠
み
を
り
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

凍
て
つ
き
し
夜
の
し
じ
ま
を
走
り
ゆ
く
救
急
車
の
音

遠
く
に
聞
こ
ゆ
　
　
　
　
　
　
高
子
た
ち
ば
な

一
日
に
藁
の
一
節
陽
は
延
ぶ
と
教
え
て
く
れ
し
祖
母

を
忘
れ
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
野
　
美
沙

街
角
に
行
商
の
リ
ヤ
カ
ー
止
め
て
あ
り
ほ
う
れ
ん
草

に
う
す
き
雪
お
く
　
　
　
　
　
　
　
赤
柄
　
と
し

離
れ
住
む
子
の
吹
き
込
み
し
歌
に
含
わ
せ
口
ず
さ
み

つ
つ
春
を
待
ち
を
り
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

屋
根
を
か
け
し
餌
場
に
雪
の
日
の
小
鳥
た
め
ら
い
も

な
く
下
り
て
つ
い
ば
む
　
　
　
　
　
柴
田
ひ
ろ
せ

前
庭
の
柿
の
実
つ
い
ば
む
鵯
を
追
へ
ば
ふ
た
声
か
ん

だ
か
く
暗
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
友
　
正
三

長
病
み
し
父
は
太
り
て
春
近
し
付
き
添
い
看
と
り
し

母
は
痩
せ
た
り
　
　
　
　
　
　
　
狩
野
　
静
子

卜信

1グ

監舞勢1

　管慧

聾’，霜，麹

「二つの山」

　　佐久間万智（越河小3年）

壇
　
鈴
木
貞
二
選

風
花
や
空
ど
こ
ま
で
も
鉛
色
　
　
　
　
草
野
　
美
沙

大
寒
波
酒
も
毛
布
に
つ
・
み
け
り
　
　
高
橋
和
歌
子

顔
洗
ふ
水
に
も
今
朝
の
寒
き
び
し
　
　
佐
藤
善
夫

紅
梅
の
蕾
の
固
く
待
ち
遠
し
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く

凍
て
つ
い
て
水
車
止
り
し
寒
の
中
　
　
岡
崎
　
澄
子

鱈
ち
り
に
も
ら
い
し
柚
子
の
香
り
の
せ
　
太
田
敏
子

止
り
ゐ
る
水
車
に
長
き
氷
柱
か
な
　
　
大
庭
　
良
子

ゆ
ず
り
葉
の
青
く
子
等
た
ち
遠
く
住
む
　
青
木
良
子

家
中
に
香
り
ひ
ろ
け
て
干
鱈
焼
ー
　
　
鈴
木
　
民
子

雪
晴
れ
て
風
の
止
み
ゐ
し
穏
居
の
間
　
勅
使
瓦
令
造

寒
行
に
一
き
わ
高
き
星
の
あ
り
　
　
　
阿
部
み
さ
子

瀬
音
増
し
白
く
ほ
・
け
し
猫
柳
　
　
　
佐
藤
　
周
子

雪
上
に
鳥
の
足
跡
果
し
な
く
　
　
　
　
近
内
　
キ
ヨ

大
雪
の
炬
燵
ご
も
り
や
］
人
庄
み
　
　
川
村
　
静
江

二
人
き
り
鍋
も
小
さ
し
蜆
汁
　
　
　
高
子
た
ち
ば
な

※
四
月
例
会
は
、
二
十
九
日
㈹
十
二
時
三
十
分
よ
り

中
央
公
民
館
で
開
き
ま
す
。

　
　
　
兼
題
　
豆
の
花
、
行
く
春
．
．
．

’
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■市営住宅入居案内
　市では、市営住宅の入居者を随

時募集します。次の住宅に若干の

空家があります。入居資格があり

ますので、くわしくは建設課住宅

係（内線242）へお問い合せく

ださい。

〉城南住宅　新築3D　K23，000円

1〉緑が丘住宅　3D　K　14，500円

　～18，000円

〉新館住宅　31く　6，800円～

　7，400円

國たんご（1）節句料理

〉日時　4月18Ei午前10H寺～12時

〉場所　働く婦人の家

〉受講料　無料

1〉メニュー　1．肉のまぜおこわ、

　2．とりつくめ、3．にしき卵

　4．しらず和え、5．いちごの

　あわゆき莫。

＞申込み　4月14日まで働く婦人

　の家へお申し込みください。

目59年度中央公民館施設

　　　　利用説明会

　中奥公民館の施設・設備の利用i

説明会及びネ上会教育関f系団体の登

，球、説H月会を次により開催しますの：

で、どちらか都合のよい時問にご1

出席ください，，

〉日時　4月17U鱒午後1H、鴇0分

　　　　4阻7L圓午後71r寺

〉会場　中央公民館

■昭和59年度i第12回1

　宮城県青年の船団員

　　　　応募案内

〉運航日程　8月19日旧）～8月30

　日休）12日間

〉訪問先　中華人民共和国

　（上海市、杭州市、蘇州市）

＞応募資格　11｝20歳～30歳未満の

　勤労青年。121過去に県青年の船

　団員となった者を除く，、（31学生

　を除く。ただし、勤労学生・各

　種学校生徒及び青少年健全育成

　活動等各種ボランティア活動に

図 童
目

■登録番号の書きかえです

　貸出し番号が、4月から新しく

なりますので、早めに手続きをし

てください。書きかえは、備え付

けの用紙に住所、氏名、電話番号

などを書いていただくだけです。

　初めて本を借りたい方も同様に

簡単な手続きで借りられます。

〈本の貸出しは＞

①市内に住所、勤務先、通学校の

　ある方。

②1回に何冊でも借りられます。

　（子供は3冊まで）職場、家族、

　グルーブでも借りられます。，

③期間は、11日間〔新刊雑誌は3

　口間）グ，レーフは1カ月間の貸

　出しです。

レその他　読みたい本の予約受付。

　読書相談、調査研究の図書資料

　の相談。子供の読書室には、赤

　熱意のある者は可。

〉主な活動内容　船内での研修活

　動のほか、訪問先では人民公社

　等の視察や家庭訪問・中国吉年

　との交歓会などを行います。

レ経費　（1）参加負担金16万5干円。

〔2儲経費　3万5干円（ユニホ

　ーム、パスポート費用など）。

〉募集人員　県全体324名

〉申込先　自石市教育委員会社会

　教育課（内線411）

レ申込期問　4月2日から5月15

　日まで

館

　ちゃんから幼児、小・中学生、

子供の本に関心のある方など、

　どなたでもご利用できます。本

　のほか、紙芝居なども用意して

　おりますので、グループご家族

　皆さんでご利用ください。

1〉開館時間　午前9時から午後5

　時（月曜日～土曜日〉小原分館

　は、土曜日12時までになります。

＞休館日　日曜、祝日、月末、年

　末年始、ばく書期間（10月1日

　～10月10日）

※図書館は、幼児から大人まで楽

しく読める本・生活に役立っ本な

ど取り揃え、皆さんのご利用を侍

っています。ご意見、ご要望など

もお寄せください‘ 臼石市図書館

智6－3004へどうぞ。

　
新
着
図
書
案
内
（
抄
）

実
戦
ホ
ケ
ノ
ト
・
コ
ン
ビ
ュ
ー
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
風
間
　
　
駿

世
界
の
宗
教
と
経
典
総
解
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
由
国
民
社

「
さ
と
り
」
と
「
廻
向
」
　
梶
山
推
一

お
れ
た
ち
は
親
｝
　
　
　
大
原
健
士
郎

ア
で
ヌ
紐
叩
地
砂
伯
の
研
究
　
4
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
秀
三

ラ
イ
シ
ヤ
ワ
ー
の
直
言

　
エ
ド
ウ
で
ン
・
O
・
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー

世
界
の
議
会
　
全
把
巻
　
ぎ
ょ
う
せ
い

教
科
書
を
子
ど
も
が
創
る
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
松
　
恒
夫

目
本
の
二
と
わ
ざ
全
4
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
子
　
武
雄

バ
ナ
ち
ゃ
ん
の
唄
　
　
　
朝
倉
喬
司

原
色
食
虫
値
物
　
　
　
　
近
藤
勝
彦
外

万
物
寿
命
事
典

　
　
　
フ
ラ
ン
ク
・
ケ
ン
テ
f
ノ
グ
外

お
も
し
ろ
メ
ニ
ュ
『
二
万
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
山
　
久
夫

I
N
S
の
こ
と
が
わ
か
る
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
野
　
和
久

ブ
ロ
が
教
え
る
庭
づ
く
り
の
矢
恵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
竹
　
陣
宣

ス
ボ
ー
ツ
マ
ン
の
テ
ー
ビ
ン
グ
入
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
岡
　
書
唐

三
原
色
の
絵
の
具
箱
　
全
3
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
キ
ミ
．
女
外

英
語
で
ロ
シ
ノ
ク
に
強
く
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
　
弘

長
女
の
本
　
　
　
　
　
　
青
木
　
肩
彦

あ
・
人
生
の
大
失
敗
！
　
遠
藤
　
周
作

宮
本
武
蔵
　
妻
八
冊
　
　
吉
川
　
英
治

夜
、
で
っ
か
い
犬
が
笑
う
　
丸
山
　
健
ニ

ァ
メ
リ
ア
を
探
せ
　
　
　
青
木
富
貴
子

光
る
女
　
　
　
　
　
　
小
檜
山
　
博

六
道
遊
行
　
　
　
　
　
　
石
川
　
　
淳

　
子
ど
も
の
本

ち
い
さ
な
う
さ
ぎ
　
3
冊
せ
な
け
い
こ

レ

一
り
か
二
な
ん
か
い
ら
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ね
と
う
あ
当
．
一
ら

で
し
ゐ
、
ば
り
魔
女
っ
二
2
年
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淺
目
し
ゅ
ん

黒
い
耳
の
白
い
大
　
2
冊

　
　
　
　
　
G
・
ト
ロ
エ
ポ
リ
ス
キ
ー

ち
ん
ま
い
分
校
　
　
　
　
木
．
戸
　
征
冶

なみ

のん

図

圭
日

館
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口59年度白石市奨学生募集

　市内に1年以上住んでいる人の

子弟で高等学校以上の学校、また

はこれと同等の学校に在学する学

術優秀・品行方正・心身ともに健

全で、経済的な事由で学資の支弁

が困難な学生を対象に奨学生を募

集します。

〉募集人員（応募状況により変更

　することがあります。）

　○大学生　5人以内

　O短大生　3人以内

　O高校生　2人”、内

〉貸付金額

　○大学生（月額）2万円

　○短大生（月額）2万円

　○高校生（月額）1万円

〉申請手続　教育委員会事務局に

　申請用紙がありますから、所定

　の事項を記入し、学校長の推せ

　ん書とともに5月10日まで教育

　委員会に提出して1ださい。

　　なお、日本育英会等から奨学

　金を受けている方は、ご遠慮く

　ださい。

レ貸付金の償還方法　q贋付期間

　満了の6カ月後から月賦均等償

　還の方法により、貸付を受けた

　期間の2倍に相当する期聞内に

　償還します。（繰り上げ償還をす

　ることができます。）

　12償還金は納入通知書により市

　内の収納代理金融機関に納入し

　ます。

　くわしいことは、教育委員会事

務局庶務課（内線414・415）まで

どうぞ。
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にぎやかに第3回公民館まつり
　去る3月2日から5日までの4日間、中央公民館において第3回公民

館まつりが盛大に開催されました。公民館における生涯教育の学習に取

り組んだ方々の展示、発表として、2日には、人形劇、親子映画会、3

日の催しはジャズダンス、郷土芸能の発表として深谷神楽が披露され、

また小川宏氏を招いての文化講演会では、訪れた市民から大きな拍手が

湧いていました。最後日の4日には、家庭バレーボール大会が行われ、

大きな成果の発表がにぎやかに繰り広げられました。

▲深谷神楽

選ア蒙

、望

　　　　　　　11Fl

　　1
　　1
▲小川宏さんの講演

r　瓢繍州

幽幽纈■随一．＿隠、＿．＿」’

カラオケ大会名場面
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，
　
閣
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’甫覆所碩爾奔地，な、

師静熱瞬壽臥

（
、
国民年金》

　、11んなときには

　　このような届出を声
　国民年金では、新たに加入した

り、加入していて他の公的年金制

度に移ったり、あるいは結婚して

氏名や住所が変わったときなどに

は、届出をすることになっていま

す。

　他の公的年金制度のように、事

業主などが替わってやってくれる

のとは違1，認、国民年金では、自分

自身が届け出ることになりますの

〆5月3日は△
、市民春まつり

＼＿＿＿『＿．＿．＿＿ロ＿～＿＿腔＿ノ〆

で、年金制度に加入しているとい

う実感、があるかと思いますが、反

面、これらの届を正しく、すみや

かに行わないと、保険料を納め、忘

れたり、納め過ぎたりということ

にもなりかねません，⊃

　このようなことのないようにき

ちんと届け出て、将来の年金に結

ひ＄つけましょう。

　おもな届書は、表のとおりです。，

二んなときには；

20歳になったときや　他の公的年金

制度の加入者でなくなったときなど

昼間部の大学生やサラリーマンの奥

さん、公的年金を受けている人など

他の公的年金制度の加入者となった

ときなど

氏名を変えたとき

注所を変えたとき

年金手帳をなくしたりしたとき

保険料を納めるのが非常にむずかし

いときなど

こんな届書を

国民年金被保険者

資格取得届

国民年金被保険者

》資季各耳～こ得申出書

国民年金被保険者

資格喪失届

国民年金被保険者

氏名変更届

国民年金被保険者

住所変更届

年金手帳再交付申

請書

国民年金保険料免

除申請書

届出期限

14日以内

そのつど

14［］以内

14日以内

14日以内

す、みや力冠こ

そのつど

’7

　〆！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、
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〆使用済み乾電池、

＼の収集について．ノ
　＼「＿　　　　　　　　　　　　　　　　　／／

　従来から使用済みの乾電池は、

一般廃棄物として出され、衛生セ

ンターにおいて収集し、処理され

てきたところでありますが、近年

水銀を含有する乾電池の使用が急

激な伸びを示し、これらの乾電池

が廃棄された場合において水銀に

よる環境汚染を生ずる可能性が懸

念されることから、メーカーが回

収処理をすることになりました。

今後使用済みのボタン型電池は、

ヵメラ店、電気器具店、時計店に

持参して回収していただくようお

原頁いしま℃『。

　ボダン型以外の乾電池（単1、

単2、単3型等）は4月から一般

のごみとは別に毎月第4木曜日に

白石衛生センターで収集しますの

で、最寄りの集積所に空き缶（ミ

，レク缶、灯油缶等）に、入れて出し

てください。

　なお、乾電池収集後、空き缶を

撤去してください，、

　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　

びユ（建設課）
　頑　 、司川等為占、嗣誉1多

　　　　場名ば ．丁了I　 ヅ・要てて1

　公共物である道路や河川、水路

等の敷地を利用して自宅に出入ン）

する通路にしたり、通路橋を架け

たりする場台や物品の置場、架設

の建物を建てる場台等は市長の許

可が必要です。

　また、公共物の敷地内で盛土を

したり堀ったりする場台も同様で

す。

　みんなの財産で’ある公共物の利

用の適正を図るようご協力願1，、ま

す，⊃

　詳細については建設課道路係

（内線243）へどうぞC

ぐ惚躍哩1
　＼、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

　白石市史第7回配本の市史3の

⑱一特別史下の111一が今回刊行さ

れました。内容は以下の通りです。

〔1）地名の研究　市内の小字名1，600

　余についての命名のいわれ、ま

　っわる歴史や伝説を述べたもの。

（2）白石地方の伝承　当地方・各地

　区に伝わる伝承や物語を集大成

　し解説したもの，、

（3）片倉家村足軽の研究　片倉武士

　団の下部組織である不断組や村

　足軽について詳細な分析研究を

　したもの。

（4）深谷の考古遺跡発掘調査報告

　　上高野及び保原平の遺跡。

　それぞれ各委員の長い年月の研

究成果で、市民各位にも興味のあ

る事がらであると思います。

　ご希望の方は次により市総務課

（市没所3階）にて頒布します。

》頒布価格　　6，000円

翻補聴器の使い方説明会
　宮城県身体障害者福祉協会白石

支会では、補聴器の使い方相談会

を次によか）開催します。補聴器を

使用されておられる方並びに補聴

器を使用したい方がおられました

ら、最寄りの会場にぜひお越しく

ださい、＝、

》日時及び会場

ペ
ヤ
ノ
ノ

　
　
　
　
ノ

金
　

老
聾

敬
鑛

市
猛

／
／
k

　本年1月1日現在で、満77歳以

上（明治40年1月1日以前の出生

者）で白石市に引き続き1年以上

居住している方に市敬老金を贈呈

します。

レ敬老金の額　年額5，000円

レ持参するもの　通知書、印鑑。

〉その他　受領は代理人でもかま

　いません。通知書は4月1日付

　で発送しますが該当される方で

　通知がない場合は社会福祉事務

所または各出張所、分室にお申

　し出ください。

贈呈の日時と場所

贈呈日

4月10日

時間
9；00～

15：00

地区

白　石

越河

斎川

大　平

大鷹沢

1ヨ　川

福　岡

小　原

場　　所

市　没所
（市民ホー’の

越河出張所

斎川出張所

大平分室

大晦沢出張所

自川出張所

福岡分室

小原出張所

1

4
q

I31i‘1

日

11
　1或二1

昌

時

9時～IO時30

11時～12時

13時～1塒

14時3〔レ～15時30

田1芋～ll）時

lU時3〔1～12時

13時～141専

肩巧会

越河公民館

斎川

火平

犬　尺

川
岡
原

自
福
小

1〉相談内容　当日は、補聴器の使

　い方並びに修理相談などです。

蘭陸上竸技審判員認定講習会

　白石市陸上競技協会では、次に

より審判員資格取得認定講習会を

開催します。18歳以上の方ならど

なたでも受講できますので、ぜひ

ご参加・ださい。

レ日時　4月15日旧1午前9時

〉場所　白石市役所大会議室（4階）

レ資格　陸上競技審判員として資

　恪を取得、宮城県内で行われる

　各種陸上競技大会に審判員とし

　て参加できます。

※詳しくは、細田栄郎会長宅魯6

－3143へお問い合せください。

塵耐璽譲）
　路外駐車場設置等の届出

　について

　都市計画区域内で駐車の用に供

する部分（車路を除く）の面積が

500㎡以上の駐車場を設置し、営

業しようとする場合には、あらか

じめ駐車場法の規定により白石市

長に届出が必要です。まだ届出を

済ませていない場合または届出済

みで内容が変更になった場合は、

直ちに届出または変更届出をして

ください。

　また、営業時間、料金を定めた

「管理規程」についても届出（変

更届出）が必要です。

　これらの届出を怠りますと同法

の罰則が適用きれますので、ご注

意くだきい。

　なお、届出の詳細については、

都市計画課庶務係（内線232）

へお問い合せください。

　　｝偽

　臼　6　暉　一　駐　9 薗　周　胴　駐　5　醐　瞳　磨　圃

官公庁だより
　薩目　霞　咽　璽　1　剛繭　臼 騨　薗　閣　田　目圏

し』ラ総ンと

　　　　　大河原税務署

　4月は、各職場で社会人1年生

が初めて給料を手にします。

　その給料やボーナスには所得税

がかかり、その所得税は、給料や

ボーナスを受け取るときに源泉徴

月又されますG

　そして、12月の最後の給料やボ

ーナスのときに年末調整により1

年間の所得税が精算されます。
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　　　　105歳の誕生日

　白石市斎川字亀田10番地に住む
市内最高齢者の村上とくさんは、

　3月14日めでたく105歳の誕生日
を迎えました。寒が厳しい今年は、

身にしみた表情も見受けられまし
簡たが、「これからは暖かくなり、好

　きな散歩もできます」と一言。

、 漣
　　統計調査で総理大臣賞

　市統計調査員山村正男さんは、

昭和58年住宅統計調査で特に功績
が認められ、内閣総理大臣から表
彰されました。3月15日関谷市長
から賞状と記念品を伝達。山村さ

んは、責任感強く地域の人望もあ
り、ベテラン調査員として活躍中。

　　黄色いハンカチ贈呈

　3月16日、事故防止に役立てて
くださいと標語「きけんです　そ

のしんごうの　かわりばな」の印

刷がされているハンカチ650枚が
地区安全協会自石支部と交通安全
母の会の代表者から関谷市長と鈴
木教育長に手渡されました。

　　　　　　　　閣八、口の動さ

休日急患当番医

月　日

4／1
8

15
22
29
30

内 科

亘理医院（5）8501

大沼医院（5）2502

広瀬医院（5）0238
三1甫クリニック（5）6854

笛医院（512410
加藤（司）医院（5〉2001

外 科

刈田病院（5）2M5

銭谷医院（5）2010

刈田病院（5）2145

宮城医院（512062
加藤（大）医院（5）4701

堤医院（5）1181

※都合により変更になる場合もあります。

目ホ 談 （4月分）

相談区分

人権擁護

相　　談

行政相談

生活相談

高齢者
職業招介

社会保険
相　　談

税務相談

消費生活

相　　談

補聴器
巡　　　回

サービス

婦入相言炎

無料法律
相　　談

身障者
相　　談

相談日

16

16

16

5・25

3・17

16

16

　16
毎週月・火・

水・木・金

リォン11・26

トウホク23

2「
■刈二

16

16

9

闇土
ぜ

10＝00～

　14：00

10＝00～

　14：00

10＝00～
　14：00

10：00～
　12＝00

10＝00～

14：00

9＝30～

　14：00

10＝00～

　14：00

10：00～

14：00

13：00～
　14＝00

10：00～
　12＝00

10：00～
　12＝00

10＝00～

14：00

10＝00～

　14100

10＝00～

　14：00

場　　所

自石市役所

2階会議室

同 上

同 上

健康センター

2階相談室
健康センター

2階ホ目言炎室1

白石市役所

第3会議室

自石市役所

2階会議室

白石市役所

1階消費
生活相談室

福祉事務所

臼石市役所

臼石市役所

4階会議室

臼石市役所

第三会議室

内 容

結婚、離婚、遺産相
続、借地借家、雇傭、

差別侍遇問題等

国や県、市など役所
の行う仕事について
困っていることや希
望等

市民の日常の生活上

の困りごと

60歳以上の方の職業

斡旋

健康保険、船員保険、

厚生年金など

税金などに関するこ

と

買物苦情、消費生活

一般

補聴器の修理、調整

など

家庭内の人間関係や

異性との問題等で悩

んでいる女性の方

法律についての困り

ごと

身体障害者の生活、

職業、結婚等

目1日縄在　A口4：、訴フ眞
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